
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 該当する項
目については、セルを分割して、
上段に中間報告、下段に最終報告
を記載する。

PPTを利用したリテラシー教育を実
施し、動画制作にも取り組んでい
る。

PPTを利用したリテラシー教育を実
施し、新入生向けの動画制作も完
了した。新入生ガイダンスで使用
予定。

7月末締め切りで契約雑誌の見直し
を実施、DBのトライアルも実施、
電子書籍講習会は後期実施予定

契約雑誌の見直しを実施、DBのト
ライアルも実施、電子書籍につい
ては、カリキュラムに合わせた新
規購入を実施した

什器の納入が遅れたため、11月の
閉館日を利用した環境整備計画を
立てている

2階カウンター南側をアクティブ
ゾーンとし、大型モニターによる
DVD上映を実施、テーマの測した展
示も実施

①7月JAIRO Cloud研修への参加②
新規雑誌の搭載、インデックスの
追加整備を随時実施している。

①7月JAIRO Cloud研修への参加②
新規雑誌の搭載、インデックスの
追加整備を実施し、搭載件数と種
数を増加した。

2018年度に移行した学術成果リポジ
トリを適切に運用し、搭載件数と種
数の件数を拡大する

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名 ： 　図書館

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果

を広く社会に還元する。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

本学カリキュラムに対応すべく契約
雑誌・データベースの見直し、電子
書籍の整備を行う

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

現在実施している情報リテラシー教
育の見直しを行う。

学生の理解度に応じた内容となるよ
う、パワーポイントの作成、動画の
作成を行う。

8月・9月４Fグループ学習室の整備
を中心に、閲覧室の整備を実施する

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

①7月JAIRO　Cloud研修への参加
②新規雑誌の搭載、インデックスの
追加整備

教育研究等環境の適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果をも
とに改善・向上に向けた取り組みを行う。

図書館のゾーン分けを見直し、学生
の学修環境を整備する

7月10月を締め切りとし、契約雑
誌・DBの見直しを実施。新規DBのト
ライアル、電子書籍利用講習会の実
施。

図書館、学術情報サービスを提供する
ための体制を整備し、機能的に運営す
る。



2019年度計画 2019年度実行内容

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名 ： 　図書館

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

選書ツールシステムを導入し、運
用を開始している。問題点の検証
をしながら、システムとの連携を
図っている。

選書ツールシステムとシステムの
連携を図り、業務の効率化を図っ
た。

館内での研修を実施、学外研修以
外に遠隔研修にも各自参加してい
る
学外での研修会に積極的に参加
し、研修内容を反映したリテラ
シー教育教材を各自制作してい
る。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

2018年度に更新した図書館システム
のより充実した運用を行い、残業時
間の軽減に努める

担当職務や習熟度に応じた、学内・
学外の研修に積極的に参加する

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の
改善・業務内容の多様化への対応策を
とる。

①6月書店の選書システムを導入す
る
②10月選書システムと図書館システ
ムの連携を図る

①館内整理日にはカウンター対応を
中心とした研修を実施
②関係団体主催の研修会に参加する

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す


